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第
２
回
定
例
会

平成25年 第２回平成25年 第２回

下 野 市議会定例会下野市議会定例会
6月5日～6月19日（15日間）6月5日～6月19日（15日間）

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
を
６
月
５
日
か

ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し

た
。市

長
提
案
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
補
正
予

算
案
１
件
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
案

３
件
の
計
４
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ほ
か
、
平
成
24

年
度
予
算
に
関
す
る
繰
越
報
告
４
件
を
受
け

ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

か
ら
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
（
第
２
号
）
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、
前
倒

し
事
業
と
し
て
第
１
回
（
前
回
）

定
例
会
に
お
い
て
平
成
24
年
度
補

正
予
算
を
計
上
し
た
事
業
費
分
の

減
額
と
、
緊
急
性
を
要
す
る
事
業

な
ど
が
予
算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

減
額
分
に
つ
い
て
は
、
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
（
か
ん
が
い
排

水
施
設
整
備
・
農
業
用
用
排
水
施

設
改
修
）、
市
道
大
規
模
修
繕
事

業
（
市
道
１―

７
号
線
・
１―

10

号
線
舗
装
修
繕
）、
下
古
山
地
内

公
園
整
備
事
業
（
広
場
・
健
康
遊

具
・
駐
車
場
整
備
）
な
ど
で
、
い

ず
れ
も
平
成
24
年
度
に
お
い
て
補

正
予
算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
、妊
娠
サ
ポ
ー
ト
事
業（
妊

娠
前
後
の
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
策
と
し
て
、
希
望
者
へ
の
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
予
防
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
）、
水
田
農
業

振
興
対
策
事
業
（
認
定
農
業
者
へ

の
農
機
具
購
入
費
補
助
な
ど
）、

広
報
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
事
業
（
Ｆ

Ｍ
栃
木
で
の
市
の
広
報
番
組
）
な

ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
５
日

本
会
議【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
）

６
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

７
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

10
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

11
日

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

12
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

13
日

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

19
日

本
会
議【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

表
決
）

一
般
会
計
補
正
予
算
案
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
案
可
決

〜
妊
娠
前
後
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
な
ど
〜

第
２
回
定
例
会

会

期

日

程

補　正　額 補正後の予算額

△5389万8000円 210億6350万2000円

■平成25年度一般会計補正予算 
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一
般
表
彰

議
員
10
年
以
上

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
、
下
野
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
を
設
置
す
る
た
め
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
学
識

経
験
者
・
関
係
行
政
機
関
の
職
員

の
ほ
か
に
保
護
者
や
事
業
主
の
代

表
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
計
画

や
実
施
状
況
を
審
議
し
ま
す
。

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
関
連
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

条
例その
他

条
例その
他

下
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
制
定

下
野
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支
給

措
置
に
伴
う
国
か
ら
の
地
方
公

務
員
給
与
の
削
減
要
請
に
基
づ

き
、
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
市

長
に
つ
い
て
は
給
与
月
額
か
ら

20
％
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
は

同
15
％
、
一
般
職
に
つ
い
て
同
４

〜
９
％
の
削
減
を
行
う
た
め
、
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

下
野
市
長
等
及
び
一
般
職
の

給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定

６月 19日（最終日）、表決のようす

平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
及
び
仁

良
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
に
お
い
て
、左
の
と
お
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
旨
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
継
続
費
・
繰
越

明
許
費
の
報
告

継続費・繰越明許費名
■平成24年度継続費・繰越明許費

繰　越　額
一般会計継続費 

一般会計繰越明許費 

公共下水道事業特別会計繰越明許費

仁良川地区土地区画整理事業
特別会計繰越明許費

2806万0000円

25億5793万5500円

4437万2500円

4444万5000円

去
る
５
月
22
日
、
第
89
回

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
地
方
自
治
の

伸
長
発
展
と
市
政
の
向
上
、

振
興
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
た
功
績
と
し
て
、
本
市
で

は
在
職
20
年
以
上
と
し
て
村

尾
光
子
議
員
が
、
在
職
10
年

以
上
と
し
て
松
本
賢
一
議

員
、
目
黒
民
雄
議
員
、
岩
永

博
美
議
員
、
髙
山
利
夫
議
長

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
町
議
会
議
員
在
職

年
数
は
２
分
の
１
で
加
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
別
表
彰

議
員
20
年
以
上

村尾　光子 議員

髙山　利夫 議員 岩永　博美 議員 目黒　民雄 議員 松本　賢一 議員

５
名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
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２
回
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会

期
待
で
き
、
教
育
の
機
会
均
等
を

図
る
た
め
の
環
境
整
備
は
不
可
欠

で
あ
る
。

ま
た
、
奨
学
金
制
度
の
多
く
は

貸
与
型
で
あ
り
、
卒
業
後
安
定
し

た
収
入
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
返

済
が
大
き
な
負
担
と
な
る
。
給
付

型
奨
学
金
制
度
の
創
設
は
真
剣
に

学
ぼ
う
と
す
る
学
生
た
ち
に
待
ち

望
ま
れ
て
い
る
。

不
採
択
す
べ
き

不
採
択
す
べ
き

■
石
田
陽
一
議
員

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
高
校
授
業
料
の
無
償
化
・

就
学
支
援
金
制
度
が
始
ま
り
、
平

成
24
年
７
月
か
ら
１
．
５
倍
加
算

も
決
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ

れ
ら
制
度
を
検
証
す
べ
き
期
間
も

必
要
で
あ
り
、
予
算
に
も
限
り
が

あ
る
。

文
部
科
学
省
の
主
要
事
業
で
あ

る
学
校
施
設
の
耐
震
化
・
老
朽
化

対
策
等
の
推
進
、
公
立
学
校
の
屋

内
運
動
場
等
の
天
井
等
落
下
防
止

対
策
を
さ
ら
に
加
速
化
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
、
教
育
費
無
償
化
に
よ
り

保
護
者
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る

が
、
学
習
意
欲
が
薄
れ
学
生
の
質

の
低
下
を
招
き
か
ね
な
い
。

よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
年
金
２
．
５
％
の
削
減
中
止
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
社
会
の
な
か
で
若
い
世
代
の
負

担
が
増
大
し
て
い
る
な
か
、
物
価

に
応
じ
た
年
金
削
減
は
や
む
を
得

な
い
等
の
理
由
に
よ
り
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
（
６
月
19
日
）、

各
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
に
つ

い
て
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。陳

情
第
２
号「
教
育
費
無
償
化
」

の
前
進
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

討
論
の
通
告
が
さ
れ
、
採
択
す
べ

き
と
す
る
討
論
、
不
採
択
す
べ
き

と
す
る
討
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

採
択
す
べ
き

採
択
す
べ
き

■
村
尾
光
子
議
員

人
口
減
少
社
会
の
今
日
、
保
護

者
の
教
育
費
負
担
軽
減
を
図
る
施

策
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
な

り
、
出
生
率
向
上
に
つ
な
が
る
と

今
定
例
会
で
は
３
件
の
陳
情
を

各
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
が
、

１
件
は
継
続
審
査
、
他
の
２
件
に

つ
い
て
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◆
「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
」
の
前

進
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、

少
人
数
に
す
れ
ば
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
が
実
現
で
き
る
の
か
、
そ
の

成
果
の
検
証
の
必
要
が
あ
る
等
の

理
由
に
よ
り
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

◆
「
教
育
費
無
償
化
」
の
前
進
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
人
が
進
学
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
教
育
だ
け
を
無
償
化
と
す
る

の
は
公
平
性
を
欠
く
等
の
理
由
に

陳
情
の
審
査
結
果

■平成25年第２回定例会において審査された陳情

教育福祉常任委員会
継続審査

付託常任委員会
審査結果

陳情の件名

陳情の趣旨

「ゆきとどいた教育」の前進を求める陳情
国の責任で、すべての小・中学校、高校で30人学級を
実現すること。
新たな教職員定数改善計画をつくって計画的に教職員
を増やすこと。

教育福祉常任委員会
不採択

付託常任委員会
審査結果

陳情の件名

陳情の趣旨

「教育費無償化」の前進を求める陳情
「高校無償化」の維持・拡充を進めること。
高校生・大学生に対する「給付制奨学金」制度をつく
ること。

総務常任委員会
不採択

付託常任委員会
審査結果

陳情の件名

陳情の趣旨

年金2.5％の削減中止を求める陳情
2013年10月からの2.5％の年金削減を中止することを
求める。

陳情第１号

陳情第２号

陳情第３号

平成25年第２回定例会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　除…除斥による退席　欠…欠席　－…表決なし

議案50号

議案51号

議案52号

議案53号

陳情２号

陳情３号

平成25年度下野市一般会計補正予算（第２号）

下野市子ども・子育て会議条例の制定について

下野市道路占用料徴収条例の一部改正について

下野市長等及び一般職の給与の臨時特例に関する条例の制定について

「教育費無償化」の前進を求める陳情

年金2.5％の削減中止を求める陳情

議案等
番号

付　　　議　　　事　　　件

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
○
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
な
い

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
○
●

○
○
○
○
○
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
●
●

○
○
○
○
○
●

村
尾

光
子

倉
井

賢
一

大
島

将
良

伊
澤

剛

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

目
黒

民
雄

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

吉
田

聡

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

表
決
結
果

討
論
討
論
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常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

広
報
ラ
ジ

オ
の
放
送

日
程
、
作
業
準
備

に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

広
報
ラ
ジ

オ
放
送
は

平
成
25
年
７
月
か

ら
26
年
３
月
ま
で

毎
週
土
曜
日
午
前

９
時
30
分
か
ら
９

時
55
分
ま
で
Ｆ
Ｍ

栃
木
で
放
送
す
る
。タ
イ
ト
ル
は
、

「
し
も
つ
け
サ
タ
デ
ー
モ
ー
ニ
ン

グ
」、
下
野
市
の
広
報
を
行
う
。

こ
の
事
業
は
国
の
重
点
分
野
雇

用
創
出
事
業
の
活
用
に
よ
り
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
平
成
26

年
４
月
以
降
継
続
す
る
か
未
定
で

あ
る
。
費
用
の
内
容
は
、
予
算
額

の
半
分
が
雇
用
人
件
費
で
あ
り
、

そ
の
他
放
送
料
、諸
経
費
で
あ
る
。

放
送
内
容
は
、
当
初
は
市
長
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
か
ら
始
ま
り
、
下

野
市
の
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
情
報
を

紹
介
す
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
概
要
に
つ
い
て

伺
う
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
の

本
格
的
運
用
に
向
け
て
、
事
業
計

画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

審
議
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
、委
員
報
酬
、ニ
ー

ズ
調
査
の
委
託
料
な
ど
を
計
上
し

た
。

運
用
に
向
け
て
庁
内
の

体
制
は
。

事
業
計
画
の
素
案
を
作

成
す
る
た
め
、
健
康
福

祉
部
長
を
委
員
長
と
し
、
関
係
課

長
を
委
員
と
し
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
庁
内
検
討
委
員
会
を
組
織

し
、
下
部
組
織
と
し
て
担
当
者
に

よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組

織
す
る
予
定
で
あ
る
。

総務

広
報
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
事
業
に
つ
い
て

問答

教育
福祉

平
成
27
年
度
ス
タ
ー
ト
の
子
ど
も
・
子
育
て
新

制
度
に
つ
い
て

問答

総務常任委員会

６条刈りコンバイン

水
田
経
営
と
ち
ぎ
モ
デ

ル
条
件
整
備
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
事
業
の
総
額
、
内

容
及
び
構
成
員
に
つ
い
て
伺
う
。

事
業
費
総
額
１
０
１
８
万

１
千
円
で
６
条
刈
り
コ

ン
バ
イ
ン
１
台
分
の
補
正
で
あ

り
、
事
業
目
的
は
、
収
益
の
高
い

水
田
農
業
経
営
を
展
開
す
る
た
め

で
、
採
択
条
件
は
農
業
生
産
組
織

に
お
い
て
受
益
者
の
水
田
面
積
が

お
お
む
ね
30
ha
以
上
で
３
戸
以
上

と
な
る
。
団
体
構
成
は
、
下
古
山

麦
作
集
団
組
合
で
組
合
員
数
は
９

名
で
あ
り
土
地
利
用
型
で
は
20
％

の
規
模
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

経済
建設

農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
に
つ
い
て
伺
う

問答

問答
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委
員
会
報
告

ど
こ
の
公
園
の
こ
と
か
。

ま
た
遊
具
の
設
置
、
駐

車
場
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

通
古
山
自
治
会
公
民
館

西
側
の
公
園
で
あ
る
。
園

路
・
広
場
・
遊
具
の
整
備
は
、
平

成
25
年
３
月
の
補
正
に
よ
る
予
算

で
行
い
、
25
年
度
は
ト
イ
レ
整
備

を
行
う
。
駐
車
場
は
公
園
敷
地
内

北
側
に
５
台
分
計
画
し
て
い
る
。

名
称
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
決
定
し
た

い
。

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

予
防
接
種
の
対
象
人
数

と
継
続
に
つ
い
て
伺
う
。

出
生
数
、
厚
生
労
働
省
の

数
値
を
も
と
に
、
５
０
０

人
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
年
度
限

り
の
事
業
で
あ
る
が
、
継
続
す
る

自
治
体
も
あ
る
の
で
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

教育
福祉

妊
娠
サ
ポ
ー
ト
事
業
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

予
防
接
種
」
に
つ
い
て問答

教育福祉常任委員会経済建設常任委員会

経済
建設

下
古
山
地
内
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う

問答

工事中の公園（通古山自治会公民館西向かい）

下
野
市
議
会
で
は
議
会
の
透

明
化
を
図
り
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
、
一
般
質
問
の
動
画

配
信
（
録
画
映
像
）
を
始
め
ま

す
。次

回
、
第
３
回
定
例
会
に

お
け
る
一
般
質
問
の
様
子
を

撮
影
し
、
議
会
終
了
約
10
日

後
を
目
安
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.

shim
otsuke.lg.jp/

）
内
の
下

野
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

を
予
定
、
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
の
動
画
配
信
を

は
じ
め
ま
す

3：42 / 14：48



一

般

質

問

7

　第２回定例会では、７人の
議員が市政に対し、一般質問
を行いました。質問と答弁の
内容を要約して掲載します。
　なお、紙面の都合により、
掲載は１人につき１項目と
し、ほかの質問事項は項目の
み掲載しております。

問
答 国

分
寺
小
の
金
管
楽
器
演
奏
の
復
活
を
願
う

合
唱
を
音
楽
活
動
の
中
心
に
進
め
て
い
く

議員目黒民雄
１．国分寺小学校の金管楽器による

演奏の復活を願う

国分寺小合唱部

理
費
用
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
演
奏
活
動
が
行
わ
れ
な

く
な
っ
た
。

学
校
の
今
後
の
考
え
方
は

担
当
音
楽
の
指
導
主
事
が
相

談
し
た
結
果
、
当
分
の
間
は

合
唱
を
音
楽
活
動
の
中
心
に

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

児
童
・
保
護
者
・
学
校
が
総

体
的
に
ま
と
ま
れ
ば
指
導
で

き
る
教
員
を
配
置
す
る
よ
う

に
努
力
す
る
。

音
楽
教
育
が
、
情
操

教
育
と
い
う
原
則
は
、

昔
も
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な

い
と
思
う
。
音
楽
を
理
解
し
、

感
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
い
美
的
情
操
と
豊
か
な
人

間
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

昭
和
56
年
ご
ろ
国
分
寺
小

学
校
は
金
管
楽
器
で
演
奏
を

行
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
取
り
や
め
に
な
っ
て
い

る
。
中
止
し
た
理
由
と
、
金

管
楽
器
演
奏
の
復
活
を
願
う
。

教
育
長

昭
和
60
年

前
後
の
10
年
間
、
交

通
安
全
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や

運
動
会
で
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

演
奏
な
ど
行
う
た
め
、
２
名

の
教
諭
の
指
導
の
も
と
、
児

童
た
ち
が
活
動
し
て
い
た
。

小
学
校
に
お
い
て
は
、
そ

の
指
導
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
あ

る
。
加
え
て
楽
器
の
維
持
管

問

答
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一

般

質

問

議員大島昌弘
１．自治医科大学病院との連携強化
を伺う

２．一般市民への対応力向上に向け
て庁内体制を伺う

問
答 自

治
医
科
大
学
病
院
と
の
連
携
強
化
を
伺
う

定
期
的
な
会
議
を
行
う

自
治
医
科
大
学
病
院

と
の
連
携
強
化
に
向

け
て
、
本
市
が
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

市
長

下
野
市
総
合

計
画
に
お
い
て
も
、

医
療
や
健
康
づ
く
り
の
分
野

に
お
い
て
、
自
治
医
科
大
学

病
院
は
市
民
の
健
康
増
進
に

向
け
た
活
動
強
化
や
市
の
保

健
福
祉
に
貢
献
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
市
と
自
治
医
科
大

学
と
の
間
で
は
、
儀
礼
的
な

挨
拶
を
主
と
し
た
集
ま
り
は

あ
る
が
、
幹
部
職
員
を
交
え

た
定
期
的
な
会
議
な
ど
は
開

催
し
て
い
な
か
っ
た
。
本
市

の
宝
と
も
い
え
る
自
治
医
科

大
学
と
６
月
末
か
ら
定
期
的

な
会
議
を
開
き
、
大
学
側
か

ら
は
病
院
長
、
副
病
院
長
、

病
院
長
補
佐
の
医
師
や
事
務

局
長
、
事
務
部
長
な
ど
、
そ

し
て
市
側
と
し
て
市
長
、
副

市
長
、
教
育
長
、
各
部
長
を

交
え
地
域
医
療
を
テ
ー
マ
に

懇
談
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
か
ら
第
２

次
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
こ
の
計
画
を
推

進
す
る
た
め
に
、
自
治
医
大

や
地
元
医
師
会
等
と
相
互
に

連
携
、
協
調
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
健
康
日
本
一
へ
の
大

き
な
一
歩
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問答

議員塚原良子
１．柴工業団地への産廃処理施設設
置計画について

問
答 柴

工
業
団
地
へ
の
産
廃
処
理
施
設
設
置
計
画
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
を
求
め
る
努
力
を
し
て
い
く

工
業
団
地
内
と
は
い

え
産
廃
処
理
業
者
の

立
地
に
、
近
隣
住
民
は
環
境

汚
染
を
大
変
心
配
し
て
い
る
。

　

①
県
に
提
出
さ
れ
た
市
長

の
意
見
書
に
「
容
認
で
き
な

い
旨
」
設
置
に
反
対
す
る
意

見
は
記
載
さ
れ
た
か
。

　

②
「
関
係
住
民
に
対
し
関

係
地
域
内
に
お
い
て
当
該
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
す
る
も
の
」と
あ
る
。

る
市
長
の
意
見
を
述
べ
る
こ

と
は
困
難
。

②
住
民
説
明
会
に
つ
い

て
、
当
該
地
は
工
業
専
用
地

域
内
に
つ
き
説
明
会
開
催
は

適
用
除
外
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
事
業
者
に
説
明
会

開
催
を
働
き
か
け
て
い
る

が
、強
制
す
る
こ
と
は
困
難
。

住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
べ

く
説
明
会
を
求
め
る
努
力
を

し
て
い
く
。

下
原
地
区
か
ら
み
て
烏
ヶ
森
、

緑
地
区
も
関
係
地
区
の
近
隣

地
区
で
あ
る
。
地
元
説
明
会

を
開
催
す
る
よ
う
県
に
働
き

か
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

①
県
に
提
出

し
た
意
見
書
に
つ
い

て
は
、
産
廃
処
理
施
設
は
工

業
専
用
地
域
へ
の
立
地
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め

事
業
計
画
が
適
合
し
て
い
れ

ば
「
容
認
で
き
な
い
」
と
す

問

答

柴工業団地

自治医科大学附属病院



一

般

質

問

9 下野市議会だよりNo. 29

中央清掃センター

議員磯辺香代
１．小山広域訴訟問題の原因検証と

再発防止について

問
答 小

山
広
域
焼
却
灰
問
題
を
原
因
検
証
し
説
明
を

検
証
の
後
、
改
め
て
説
明
す
る
考
え

小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
の
焼
却

灰
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償
訴

訟
に
つ
い
て
は
、「
小
山

広
域
に
コ
ン
ポ
ス
ト
撤
去

を
命
じ
る
。
損
害
賠
償
は

２
億
７
２
３
万
９
８
７
６

円
」
と
の
判
決
が
出
て
い

る
。
小
山
広
域
は
今
後
、
損

害
賠
償
以
外
に
、
多
額
の
搬

出
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
と

な
る
。
広
報
し
も
つ
け
５
月

号
で
、
裁
判
等
の
経
過
が
説

明
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

事
態
に
な
っ
た
原
因
の
分
析

と
再
発
防
止
に
向
け
て
の
取

り
組
み
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
。
小
山
広
域
は
、
原
因

検
証
と
再
発
防
止
策
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
、
市
民
に
説

明
す
る
予
定
を
持
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
小
山
広
域
の
副

管
理
者
で
あ
る
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

市
長

係
争
事
件
に

な
っ
た
こ
と
、
多
額

の
費
用
負
担
が
生
じ
る
事
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。
現

時
点
で
は
、
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
し
た
と
は
言
え

ず
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招

い
た
原
因
や
経
過
に
つ
い
て

検
証
し
、
改
め
て
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問

答

議員須藤　勇
１．石橋総合病院移転に関する進捗

状況と各施設の移転計画につい
て

問
答 旧

石
中
跡
地
各
施
設
の
移
転
に
つ
い
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
は
き
ら
ら
館
南
へ

旧
石
橋
中
学
校
跡
地

で
は
古
山
小
第
二
学

童
保
育
、適
応
指
導
室
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
古
山
小
野

球
ク
ラ
ブ
等
が
利
用
し
て
い

る
が
移
転
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長

第
二
学
童
保

育
室
は
第
一
学
童
保

育
室
の
南
側
に
移
転
、
新
築

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
文

ラ
ブ
整
備
に
か
か
る
国
庫
補

助
金
と
合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
場
は
き
ら
ら
館
の
南
側
の

臨
時
駐
車
場
の
一
部
を
使
用

で
き
な
い
か
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

早
期
に
市
の
考
え
方
を
ま
と

め
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

教
通
り
に
面
し
、
交
差
点
が

近
く
に
あ
る
の
で
、
児
童
、

保
護
者
等
の
送
迎
時
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す

る
。整

備
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
に
実
施
設
計
、
平
成
26
年

度
に
新
築
工
事
を
行
い
、
規

模
的
に
は
定
員
70
名
、
鉄
骨

２
階
建
て
、
２
１
０
平
方

メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
、
財
源

に
つ
い
て
は
放
課
後
児
童
ク

答 問

きらら館南側　ターゲットバードゴルフ場予定地
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議員野田善一
１．学校適正配置について

問
答 学

校
適
正
配
置
に
つ
い
て

当
面
は
現
状
を
維
持

下
野
市
学
校
適
正
配

置
検
討
委
員
会
は
、

平
成
23
年
10
月
「
市
立
小
・

中
学
校
の
規
模
及
び
配
置
適

正
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

最
終
答
申
を
提
出
、
国
分
寺

西
小
、
細
谷
小
両
校
の
統
廃

合
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
保

護
者
や
地
域
の
人
々
が
懸
念

し
て
い
る
。

教
育
長

保
護
者
や

自
治
会
と
の
懇
談
会

で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
国
分

寺
西
小
は
、
小
規
模
特
認
校

制
度
を
導
入
し
、
学
区
外
か

ら
児
童
を
受
け
入
れ
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、

複
式
学
級
の
解
消
を
目
指

す
。
長
期
的
に
は
、
導
入
後

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
将

来
像
の
検
討
を
行
う
。
細
谷

小
に
つ
い
て
は
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
、
長
期
的

に
は
、
小
規
模
特
認
校
の
活

動
実
績
と
今
後
の
実
施
状
況

を
踏
ま
え
、
存
続
ま
た
は
統

合
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

廃
校
を
回
避
す
る
意

味
か
ら
も
調
整
区
域

で
の
開
発
を
考
え
る
べ
き
だ
。

建
設
水
道
部
長

調

整
区
域
で
の
開
発
が

可
能
な
手
法
が
あ
り
、
平
成

23
・
24
年
度
基
礎
調
査
、
25

年
度
は
県
と
施
策
協
議
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問答

問答

議員村尾光子
１．低所得者層の児童生徒への学習
支援策が必要ではないか

２．発達障害についての学習機会を
提供されたい

問
答 発

達
障
害
に
つ
い
て
の
学
習
機
会
の
提
供
を

市
民
対
象
に
研
修
会
等
を
開
催
す
る

昨
年
度
文
科
省
実
施

の
「
通
常
学
級
に
在

籍
し
発
達
障
害
の
可
能
性
が

あ
り
特
別
な
教
育
的
支
援
が

必
要
な
児
童
生
徒
調
査
」
の

下
野
市
結
果
は
ど
う
か
。
発

達
障
害
や
そ
の
可
能
性
の
あ

る
児
童
生
徒
等
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
教
職
員
・
学
校
生

活
支
援
員
の
研
修
体
制
は
ど

う
か
。
ま
た
、
日
常
生
活
を

円
滑
に
過
ご
し
、
個
々
の
発

だ
っ
た
。総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

で
の
教
員
研
修
の
ほ
か
、
今

年
度
は
要
請
の
あ
る
学
校
毎

に
全
教
職
員
が
通
常
学
級
で

の
特
別
支
援
教
育
の
進
め
方

を
研
修
す
る
。
昨
年
策
定
し

た
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

で
は
、
保
護
者
・
地
域
の
理

解
協
力
を
基
本
方
針
に
掲
げ

た
。
市
民
対
象
に
発
達
障
害

へ
の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て

の
研
修
会
等
を
開
催
す
る
。

達
を
促
す
た
め
に
は
、
保
護

者
は
じ
め
周
囲
の
人
た
ち
の

発
達
障
害
へ
の
理
解
と
配
慮

あ
る
対
応
が
欠
か
せ
な
い
。

市
民
全
体
へ
の
学
習
機
会
等

の
啓
発
事
業
を
求
め
る
。

市
長

今
後
も
乳
幼

児
健
診
時
の
相
談
体

制
や
発
達
障
害
の
理
解
と
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

教
育
長

本
市
の
調
査
結

果
は
小
中
学
校
全
体
で
5.6
％

問

答

Ｈ 24年３月に策定した「下野市特別支援教育推進計画」

国分寺西小学校
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議会基本条例（素案）
まとまりました

下
野
市
議
会
で
は
、
市
民
の
期

待
に
応
え
る
た
め
、
議
会
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
目
指
し
「
下
野
市

議
会
基
本
条
例
」
を
策
定
す
る
こ

と
と
な
り
、
約
１
年
半
、
策
定
小

委
員
会
の
場
で
検
討
・
作
成
し
て

き
ま
し
た
。

多
く
の
議
論
を
経
て
、こ
の
度
、

条
例
の
素
案
が
ま
と
ま
り
、
第
２

回
定
例
会
本
会
議
に
お
い
て
議
長

へ
中
間
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
素
案
に
対
し
て
は
去
る
６

月
29
日
（
土
）、
市
民
説
明
会
を

開
催
し
、
ま
た
７
月
１
日
か
ら
22

日
ま
で
の
期
間
、
意
見
公
募
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
実
施
し
、

広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

ご
意
見
を
整
理
・
検
討
し
て
お
り
、

次
回
（
第
３
回
）
定
例
会
に
上
程

す
る
予
定
で
す
。

本会議終了後、髙山議長から広瀬市長へ素案が手渡されました。

議会基本条例（素案）

前文

　地方分権一括法の施行後、地方自治体 ( 以下「自治体」という。) の自治権の拡大に伴い、自治
体が自らの責任において裁量すべき事務も増大するなか、議会の担うべき役割や責任は以前に増し
て大きくなっている。
　市民により選ばれた議員で構成される議会は、同じく市民により選ばれた市長と共に、二元代表
制の趣旨を踏まえ、市長等執行機関との健全な緊張関係を保持しながら、監視機能、政策提言及び
政策立案機能等を十分に発揮し、日本国憲法に定める地方自治の本旨の実現を使命として活動する
責任がある。
　議会は、その責務を果たすため、市民との情報の共有化を図り、市民意思を市政に反映させると
ともに、市民福祉の向上を目指し最良の意思決定をしなければならない。
　下野市議会は、議会と議員の権能と果たすべき役割を明らかにし、活動原則を定め、その理念に
基づく規定を遵守することにより、市民から信頼される議会、市民に分かりやすい議会となるよう、
ここに下野市議会基本条例を制定する。

下野市議会基本条例（素案）最新版は、市ホームページ（http://www.city.shimotsuke.lg.jp/）の下
野市議会のページからごらんいただけます。
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議
会
基
本
条
例

下
野
市
議
会
基
本
条
例
の
特
色

は
、
大
き
く
２
つ
の
テ
ー
マ
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
「
市
民
と
の
情
報
共

有
化
」。
議
会
の
透
明
化
を
図
り
、

市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
を
目

指
し
ま
す
。

二
つ
目
は
「
政
策
審
議
・
立
案

機
能
の
強
化
」。
議
会
審
議
に
お

い
て
、
市
長
に
対
し
よ
り
詳
細
な

資
料
の
提
出
を
求
め
、
議
員
間
討

議
を
積
極
的
に
図
る
な
ど
、
市
の

政
策
に
対
す
る
監
視
・
提
言
機
能

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
、
さ
ら

に
議
員
研
修
や
調
査
手
段
を
充
実

さ
せ
、
議
員
の
政
策
立
案
能
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
下
野
市
議
会
議
員

と
し
て
の
ふ
る
ま
い
方
、
活
動
原

則
な
ど
も
定
め
て
お
り
ま
す
。

●論点や争点を明確にするた
め、本会議において一問一答
の方式を可能にします。
●緊急性の高い案件について
は、閉会中でも文書により一
般質問同様、市長へ質問する
ことができます。
●市長が提案する重要な政策に
ついて、その予算案や決算の
審議の際に政策の必要性や財
源措置、将来にわたるコスト
計算などの資料提出を求める
ことができます。
●議決事件を下野市総合計画基
本構想及び基本計画まで拡大
します。
●同一の政策理念を共有する議
員による会派活動を可能にし
ます。
●委員会を中心として、議員間
の公平で自由な議論を尽くす
よう定めています。
●公聴会及び参考人制度を活用
します。
●議会の調査能力、政策立案能
力の強化のため議員研修や図
書室図書の充実に努めます。

●市民に対しては情報の公開・共
有化を進め、十分な説明責任を
果たすよう求めています。
●議会報告会を開催し、議会で行
われた議案等の審議の経過・結
果について市民に情報と意見交
換の場を設けます。
●委員会では、市民との情報共有
及び意見聴取のため、必要に応
じて意見交換会を行います。
●請願・陳情を市民からの政策提
言として位置づけ、必要に応じ
提案者の意見を聴く機会を設け
ます。
●市民参加の議員研修会を年１回
開催します。
●議会図書室を一般開放します。

●議員の活動原則を明文化し、一
部利害にとらわれず市民全体の
福利向上のため活動し、市民の
代表としてふさわしい行動をと
るよう定めております。
●大規模災害時においては議員に
よる組織を設置し、市長と連携
し必要に応じ提言・提案を行い
ます。

議
会
基
本
条
例（
素
案
）の
内
容

市民に身近な議会をめざして政策立案、審査機能の強化

ほかにも・・・

議
会
基
本
条
例
策
定
小
委
員
会
は
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
の
下
部
組
織
と
し
て
８
名
の
議
員
が
選
任
さ
れ
、
平
成
24
年
３

月
に
第
１
回
目
を
開
催
、
こ
れ
ま
で
計
27
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
条
例
で
あ
り
議
会
運
営
に
関
わ
る
内
容
の
た
め
、
前
文

を
は
じ
め
、
条
文
を
一
つ
ひ
と
つ
、
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
専
門
家
を
呼
び
勉
強
会
を
開
催
し
た
り
、
近
隣
の
先
進

地
へ
赴
き
、
先
方
の
議
員
か
ら
直
接
話
を
伺
う
こ
と
に
よ
り
条
例

作
成
に
関
わ
る
知
識
を
深
め
、
そ
の
結
果
よ
り
質
の
高
い
議
論
を

交
わ
し
な
が
ら
今
般
の
素
案
策
定
に
至
り
ま
し
た
。

議会改革に精通された大森彌（わたる）先生（東京大学名誉教授）をお
招きし、研修会を開きました。（Ｈ 24年７月）

【公園紹介】答え　　石橋地区：グリムの森　　南河内地区：諏訪山公園　　国分寺地区：けんこう広場
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※ＩＣＴ・・・・・・情報や通信に関する技術

６
月
29
日
（
土
）、
国
分
寺
公

民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、「
議
会
基

本
条
例
（
素
案
）」
市
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
員
は
公
務
出
張
中
の
議
長
を

除
き
19
名
の
議
員
が
出
席
し
ま
し

た
。ご

来
場
い
た
だ
い
き
ま
し
た
47

名
の
市
民
の
皆
様
に
、
22
条
あ
る

素
案
条
文
を
１
条
ず
つ
読
み
上

げ
、
解
説
を
し
た
後
、
ご
質
問
・

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
な
ぜ
こ
の
条
例
が
必
要
だ
っ

た
の
か
。」

「
議
決
事
件
の
追
加
が
１
件
し

か
な
く
、
期
待
外
れ
だ
。」

「
別
途
定
め
る
と
な
っ
て
い
る

議
会
報
告
会
の
詳
細
が
知
り
た

い
。」
等
々
、
本
質
を
突
く
ご
質

問
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、細
か
な
表
現
の
仕
方
で
、

私
た
ち
が
気
づ
か
な
か
っ
た
箇
所

の
ご
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で
議
会
と
市
民

が
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
る
こ

と
は
、
下
野
市
議
会
で
は
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、
議
会
基
本
条

例
で
規
定
さ
れ
る
議
会
報
告
会
に

お
い
て
も
、
同
様
に
市
民
の
皆
様

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
伺
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
の
か
具
体
的
事
例
を
明
示
し
て
ほ
し

か
っ
た
。

●
情
報
公
開
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
べ
き
で
あ
り
、
行
政
か
ら
の
資
料

も
デ
ー
タ
で
の
提
出
を
求
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

●
条
例
素
案
は
ご
く
一
般
的
な
文
言
が
並
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。

●
議
会
図
書
室
は
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
新
庁
舎
に

お
け
る
場
所
の
選
定
に
も
市
民
が
入
り
や
す
い
よ
う
な
場
所
へ
の

設
置
を
希
望
す
る
。

●
議
決
事
件
の
拡
大
が
総
合
計
画
の
み
で
あ
る
点
が
不
満
で
あ
る
。

も
っ
と
積
極
的
に
政
策
提
言
す
る
と
意
思
表
示
す
べ
き
。

●
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
、
最
低
年
１
回
は
行
う
も
の
と
す
る
、
と

明
文
化
す
べ
き
。

●
市
民
と
の
意
見
交
換
会
は
「
必
要
に
応
じ
」
と
「
行
う
よ
う
に
努

め
る
も
の
と
す
る
」
の
記
載
が
あ
る
と
や
る
気
が
な
い
よ
う
に
感

じ
る
の
で
ど
ち
ら
か
の
文
を
削
除
す
べ
き
。

●
会
議
は
原
則
公
開
と
あ
る
が
、「
原
則
」
を
削
除
し
、
非
公
開
と

す
る
理
由
を
条
文
に
明
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
非
公
開
理

由
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
だ
け
で
な
く
、
訓
練

も
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
今
ま
で
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

●
「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
要
望
し
ま
す
。

●
条
例
の
用
語
の
意
味
が
一
般
的
に
は
分
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

●
ま
だ
ま
だ
不
足
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

が
大
事
、
今
後
進
化
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
会
や
常
任
委
員
会
の
各
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

条
例
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

●
新
し
い
こ
と
も
盛
り
込
ん
で
、
頑
張
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

議会基本条例素案
市民説明会を開催しました（6/29）

基会基基会会 本基基会基基本会基本本会 本基会会基会 本本条例素案基本会基会議会議議議議議議議 基議会基本条例素案
しまししま催し催を開催開会を会会明説明説市民民市市 明民説 開説 会明明 催催説 開を会 まししまを開市民説 開 まを説 会 し市 催明民 催を説 開説 開会明 を明 催を 催開説説説民 開明 催明会 催明説 催催民 開開明会 開会明説民 を 催会明 催開開開民 を まをを説説明明 催催説 開市市民説明会を開催しましたたたたたたた ）（66//2299）96 2 ）（6 92 ）（6//2299）

議会基本条例素案
市民説明会を開催しました（6/29）

ご
来
場
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
意
見
内
容
よ
り
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第
２
回
臨
時
会

平成25年 第２回平成25年 第２回

下野市議会臨時会下野市議会臨時会
５月７日５月７日

平
成
25
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
５
月
７
日
に

１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
契
約
の
締
結
２
件
、
土

地
の
取
得
１
件
が
提
出
さ
れ
、
内
容
の
説
明
や

質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
即
日
採
決
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
の
２
件
に
つ
い

て
は
、
古
山
小
学
校
及
び

石
橋
小
学
校
の
屋
内
運
動

場
に
つ
い
て
改
築
工
事
を

行
う
に
当
た
り
、
下
野
市

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
で
定
め
ら
れ

た
予
定
価
格
１
億
５
千
万

以
上
の
工
事
と
な
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

は
、
新
庁
舎
建
設
用
地
を

取
得
す
る
に
当
た
り
、
下

野
市
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
３
条
の
規
定
で
定
め

ら
れ
た
予
定
価
格
２
千
万

以
上
か
つ
５
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
土
地
の
買
い

入
れ
と
な
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

平成25年第２回臨時会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　除…除斥による退席　欠…欠席　－…表決なし

議案47号

議案48号

議案49号

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

土地の取得について

議案等
番号

付　　　議　　　事　　　件

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議

長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

村
尾

光
子

倉
井

賢
一

大
島

将
良

伊
澤

剛

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

目
黒

民
雄

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

吉
田

聡

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

表
決
結
果

議事進行をする髙山議長

■提出された議案に関連する事業費（契約等の金額）
契　約　内　容 金　　額

古山小学校屋内運動場改築（建築）工事

石橋小学校屋内運動場改築（建築）工事

新庁舎建設用地の取得

3億1867万5000円

3億1311万0000円

3億2856万7087円

こ
の
度
、
本
市
の
髙
山
利
夫
議
長
が
、
県
内
14
市
の
議

会
で
構
成
す
る
「
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
」
の
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
併
せ
て
そ
の
上
部
組
織
で
あ
る
「
関
東
市

議
会
議
長
会
」
の
支
部
長
と
、「
全
国
市
議
会
議
長
会
」

の
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
第３回定例会

８月28日（水）開会予定

詳しい日程は決定次第、
市ホームページ
　　　http://www.city.shimotsuke.lg.jp
でお知らせいたします。

　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所国分寺庁舎３階
議会事務局前に直接お越しください。その際、備え付けの受付
票に住所・氏名を記入し、受付箱に投函していただきます。

　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所国分寺庁舎３階
議会事務局前に直接お越しください。その際、備え付けの受付
票に住所・氏名を記入し、受付箱に投函していただきます。
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市議会本会議の会議録が閲覧できます
①ホームページで閲覧
　 　　　　（市ホームページからも入れます）
　会議録検索システム
　http://www.kaigiroku.net/kensaku/

shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　南河内図書館 ・石橋図書館 ・国分寺図書館

※会議録作成に時間を要するため、若干遅延す
る場合がございますが、ご了承願います。

５
月

６
月

７
月 議

会
の
動
き

７
日　

第
２
回
臨
時
会

14
日　

茨
城
県
結
城
市
議
会
視
察
来
庁

15
日　

議
会
基
本
条
例
策
定
小
委
員
会

16
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

20
日　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

22
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会（
東
京
都
）

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
基
本
条
例
策
定
小
委
員
会

５
〜
19
日　

第
２
回
定
例
会

６
日　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

議
員
全
員
協
議
会

19
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

26
日　

議
会
基
本
条
例
策
定
小
委
員
会

28
日　

石
橋
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

29
日　

議
会
基
本
条
例（
素
案
）市
民
説
明
会

４
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
理
事
会（
東
京
都
）

５
日　
栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

８
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

17
日　

議
員
全
員
協
議
会

22
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

23
日　

県
南
６
市
議
会
議
長
会
研
修
会（
小
山
市
）

　
　
　

県
南
６
市
議
会
議
長
会
議（
小
山
市
）

24
・
25
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
支
部
長
会
議

31
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議（
足
利
市
）

　
　
　

栃
木
県
市
議
会
議
長
会
研
修
会（
足
利
市
）

残暑お見舞い
　　申し上げます

公職選挙法の規定により、あいさつ状は
差し控えさせていただきます。

下野市議会議員一同

　市議会に要望はありませんか。市民の皆様のご
要望等について、市議会へ要望書を提出して議会
で話し合ってもらう制度があります。
　紹介議員があるものを請願といい、紹介議員が
ないものを陳情といいます。

皆様のご要望を市議会にお知らせください

①必ず書面で作成してください。
②提出年月日を記載してください。
③請願（陳情）者の住所及び氏名を記載し、押印
してください。
④請願の場合は、１人以上の紹介議員の氏名を本
人直筆で記載し、押印してください。（陳情の
場合は不要）
⑤題名を記載してください。（紹介議員がいる場
合は請願、いない場合は陳情としてください）
⑥請願（陳情）の要旨及び理由を明記してくださ
い。内容は簡潔に、わかりやすく記載してくだ
さい。
⑦資料等（グラフ・表・地図・図面等）があれば
添付してください。

請願・陳情は文書にて定例会開会日の 14 日前
までに直接議会事務局までご提出ください。
ただし、郵送での提出は不可とします

請願・陳情の提出のしかた

（例）
平成　年　月　日

下野市議会議長あて

請願（陳情）者　　　　　　
住所
氏名 　　　　㊞

紹介議員氏名 　　　　㊞

○○○に関する請願（または陳情）

（要旨及び理由）
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夏
本
番
を
迎
え
、
市
内

各
所
で
夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
も
、
６
カ

所
の
祭
り
に
参
加
し
て
み

ま
し
た
。
何
日
も
前
か
ら

実
行
委
員
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
地
域
住
民
に
祭
り

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
時
間
を
か
け
て
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。
開
催
時

間
は
半
日
く
ら
い
で
大
体

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
多
く
の
人
が
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
我
々
も
言

葉
で
の
ね
ぎ
ら
い
よ
り

も
っ
と
協
力
し
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
も
今

回
は
新
企
画
で
市
管
理
の

知
ら
れ
て
い
な
い
公
園
を

紹
介
し
て
み
ま
し
た
。
暑

い
夏
、
公
園
の
木
陰
で
涼

を
と
り
な
が
ら
元
気
に
乗

り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
石
田

陽
一
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

大
島

昌
弘

副
委
員
長

吉
田

聡

委

員

髙
橋

芳
市

石
田

陽
一

須
藤

勇

岩
永

博
美

次
号（
第
30
号
）は
11
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

わがまち
探検クイズ
わがまち
探検クイズ

　　　  国分寺地区にある
　　　公園です。
近くには小学校があり、夏には蛍が
　　　　　　　　飛び交います。

答えは12ページに！

　ご意見・ご感想は、ホームページ、メール、
電話、またはＦＡＸにてお願いします。

議会だよりに関するご意見
ご感想をお聞かせください 

ココどーこだ？

　南河内地区にある公園です。
　通称「恐竜公園」と呼ばれ、子どもたちに
大人気です。

　　　　石橋地区にある公園です。
　　 雑木林を生かして整備された園内には、
噴水のある「ものがたりの泉」や、遊具で遊べる
「七人の小人の広場」があります。公園の奥には、
　　　ドイツをイメージした建物も建っています。


